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並木  信明　教授
〔経　　歴〕
1948 年 1 月 1 日 国分寺市に生まれる
1966 年 3 月 啓明学園高等学校卒業
1967 年 4 月 北海道大学理類入学
1970 年 3 月 同大学退学
1970 年 4 月 立教大学文学部英米文学科 3 年編入
1972 年 3 月 同大学卒業
1973 年 4 月 同大学大学院文学研究科英米文学専攻入学
1976 年 3 月 同大学院修了
1976 年 4 月 同大学院文学研究科英米文学専攻博士課程後期単位満
了入学
1979 年 3 月 同大学院博士課程後期 3 年中退
1979 年 4 月 秋田大学教育学部助手
1980 年 4 月 同大学教育学部講師
1984 年 4 月 同大学教育学部助教授
1991 年 4 月 山梨大学教育学部助教授
1992 年 1 月 ACLS により North Carolina 大学 Chapel Hill 校にて研
究
1993 年 1 月 帰国
1998 年 3 月 山梨大学退職
1998 年 4 月 専修大学文学部英米文学科教授　現在に至る
〔主 要 業 績〕
I. 著書
1． 『フォークナー事典』日本ウィリアム ･ フォークナー協会編，編集委員
2及び分担執筆，2008 年 1 月，松柏社。
2． 『文学的アメリカの闘い―多文化主義のポリティクス』原川恭一 ･ 並木
信明編著，2000 年，松柏社。
3． 『文学と批評のポリティクス―アメリカを読む思想』後藤昭次編著 1997
年，大阪教育図書。
4． 『ユダヤ系アメリカ短篇の時空』日本マラマッド協会編 1997 年，北星堂
書店。
5． 『アメリカ短編小説を読み直す』日本マラマッド協会編 1996 年，北星堂
書店。
6． 『アメリカの対抗文化』日本マラマッド協会編 1995 年，大阪教育図書。
II. 研究論文（並木信明単著）
1． 「フォークナーの Sanctuary と The Sound and the Fury の序文について」
『専修人文論集』（Studies in the Humanities, No. 99）2016 年 11 月，第 99
号（専修大学学会），pp. 261 － 285。
2． 「J.K. ローリング作『ハリー ･ ポッターと賢者の石』を読み直す」『専修
人文論集』（Studies in the Humanities,  No. 97）2015 年 11 月，第 97 号（専
修大学学会），pp. 51 － 78。
3． 「Faulkner のNew Orleans Sketches: 人生の有為転変と移民という異分子」
（Studies in the Humanities, No. 96）2015 年 3 月，第 96 号（専修大学学会），
pp. 1 － 23。
4． 「Faulkner の“New Orleans”: 新たな可能性を切り開いた散文詩」『専修
人文論集』（Studies in the Humanities, No. 95）2014 年 11 月，第 95 号（専
修大学学会），pp. 35 － 55。
5． 「ポーのグロテスク―『エピマネス／四獣一体』と旧約『エゼキエル書』
の関係」『専修人文論集』（Studies in the Humanities, No. 92）2013 年 3 月，
第 92 号（専修大学学会），pp. 55 － 83。
6． 「Poe の“The Bargain Lost”と“Bon-Bon”」『専修大学人文科学年報』
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2012 年 3 月，第 42 号（専修大学），pp. 91 － 122。
7． 「ゴシック文化論序説―ゴシック・ロマンスとゴシック・リヴァイヴァル」
『専修人文論集』（Studies in the Humanities，No. 80）2007 年 3 月，第 80
号（専修大学学会），pp. 265 － 81。
8． 「フォークナーと南部文学」『フォークナー』2005 年 4 月，第 7 号（日本
フォークナー協会），pp. 62 － 71。
9． 「『キリスト教文化論』を教える」『専修大学外国語教育論集』（Senshu 
Journal of Foreign Language Education, No. 32）2004 年 3 月，第 32 号（専
修大学 LL 研究室），pp. 67 － 78。
10. 「“That Evening Sun”における Quentin という無垢の語り手のまなざし」
『専修大学人文論集』（Studies in the Humanities，No. 71）2002 年 10 月，
第 71 号（専修大学学会），pp. 109 － 27。
11. 「外国文学の講義におけるビデオ利用について」『専修大学人文論集』
（Studies in the Humanities，No. 70）2002 年 3 月，第 70 号（専修大学学会），
pp. 1 － 22。
12. 「創り出された名声―アメリカ文学とフォークナーを考える」『英米文学』
（The Rikkyo Review，No. 58）1998 年 3 月，第 58 号（立教大学文学部
英米文学科）， pp. 1 － 14。
13. 「フォークナーという現象を考える」『英語青年』（The Rising 
Generation，vol. CXLIII No. 8）1997 年 11 月，第 143 巻第 8 号（研究社），
pp. 14 － 16。
14.  「テクストの発見あるいは探究－The Sound and the Fury における絵と
テクストの関係」『アメリカ文学研究』(Studies in American Literature, 
No. 32) 1996 年 2 月，第 32 号 （日本アメリカ文学会），pp. 39 － 55。
15.  「“A Rose for Emily”の二枚の活人画－ Faulkner におけるイメージとテ
クスト」『英米文学』(The Rikkyo Review, No. 57) 1995 年 5 月，第 57 号 （立
教大学文学部英米文学科），pp. 65 － 80。
16. 「ウェルテイ作『緑のカーテン』を読む－カーテンという境界の差異化
4の問題」『英語青年』（The Rising Generation，vol. CIIIIX No.11）1994
年 2 月， 第 139 巻第 11 号（研究社），pp. 552 － 54。
17.  「《Kitchen の世界》からの脱出－ Carson McCullers の The Member of 
the Wedding について」 『山梨大学教育学部研究報告』1992 年 2 月　第 42
号 （山梨大学教育学部），pp. 17 － 25。
18.  “What Is Truth for the Writer?: Hemingway’s Spanish Civil War Stories” 『秋
田経済法科大学経済学部紀要』1991 年 3 月，第 14 号 （秋田経済法科大
学経済学部），pp. 15 － 24。
19. “Hemingway's Personal Drama in The Fifth Column” 『秋田大学教育学部
紀要』1991 年 2 月　第 42 集 （秋田大学教育学部），pp. 57 － 66。
20.  “The Picture as the Source of a Story : ‘Death in the Woods’ and Absalom, 
Absalom! ”『英米文学』(The Rikkyo Review, No.50)1990年3月，第50号 （立
教大学文学部英米文学科），pp. 97 － 114。
21.  “Hemingway's ‘Hills Like White Elephants’: A Triangle of  Journey, Life 
and Love” 『秋田経済法科大学経済学部紀要』1990 年 3 月，第 12 号 （秋
田経済法科大学経済学部） ，pp. 29 － 39。
22.  「フォークナーと堕落の愛－『八月の光』における愛の意味と役割」 『秋
田英語英文学』1989 年 11 月，第 31 号 （秋田英語英文学会）。
23.  「小説家の良心について－ Hemingway と Robert Cohn の隠れた関係」『東
北アメリカ文学研究』1989 年 3 月，第 12 号 （日本アメリカ文学会東北
支部），pp. 3 － 16。
24. 「 『アブロサム，アブロサム！』のミス・ローザ・コールドフィールドに
ついて」『アメリカ文学研究』1989 年 2 月，第 25 号 （日本アメリカ文学会），
pp. 67 － 82。
25.  「トマス・サペントとジェイ・ギャツビー－夢に憑かれた男たち」『英語
青年』 1988 年 6 月，第 134 巻第 3 号 （研究社） ，pp. 128 － 32。
26.  「ニック・アダムズの受けた衝撃－ヘミングウェイの『インディアン部落』
について」 『英米文学』1987 年 3 月，第 47 号（立教大学文学部英米文学科），
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pp. 101 － 17。
27. 「フォークナーと『語りの技法』－心にわだかまりを抱えた人物をめぐっ
て」『秋田大学総合科目研究紀要「生と死」特集号』1985 年 3 月（秋田
大学教育学部）。
28. 「アディと血と大地の関係－『響きと怒り』から『死の床に横たわりて』へ」
『アメリカ文学』1984 年 4 月，第 43 号（日本アメリカ文学会東京支部），
pp. 9 － 16。
29.  「『八月の光』の時間と時制－フォークナーの『語りの技法』に到る道」『秋
田大学教育学部研究紀要』1984 年 3 月，第 34 集（秋田大学教育学部），
pp. 45 － 57。
30. 「人は皆ユダヤ的か－ Bernard Malamud の The Assistant について」『秋
田大学教育学部研究紀要』 1980 年 3 月，第 30 集 （秋田大学教育学部），
pp. 42 － 54。
31. 「Grecian Urn と Incestuous Love － Faulkner 文学誕生に関する一考察」
『英米文学』 1979 年 3 月，第 39 号（立教大学文学部英米文学科），pp. 
111 － 25。
32. 「『響きと怒り』の物語－キャディと木の上の少女の心象について」『杉
野女子大学紀要』 1978 年 12 月，第 15 号（杉野女子大学），pp. 133 －
42。
33. 「『エミリーへの薔薇』における＜町の人々の語り＞の問題」『アメリカ
文学』1977 年 5 月，第 33 号（日本アメリカ文学会東京支部），pp. 56 －
62。
34. 「詩人と小説家のはざまで－フォークナーに於ける『生の思想』」『英米
文学』1977 年 3 月，第 37 号（立教大学文学部英米文学科），pp. 87 －
102。
III. 研究発表
1. 「The Sound and the Fury の“Appendix”の歴史主義と『少女の泥の付い
6た下着の尻』のセクシャリティ」日本アメリカ文学会第 55 回全国大会
2016 年 10 月 1 日，於ノートルダム清心女子大学（岡山市）。
2. 「Faulkner の The Sound and the Fury と Poussin の 絵 画“Et in arcadia 
ego”の関係」日本アメリカ文学会第 53 回全国大会，2014 年 10 月 4 日，
於北海学園大学。
3.  「ゴシック文学の発展とその国際性」シンポジウム講師，比較文学会第
36 回中部支部大会，2014 年 5 月 10 日，於名古屋大学。
4.  “William Faulkner and Postwar Japan.” William Faulkner and Mark Twain 
Conference at Southeast Missouri State University, October 16, 2006.
5. 「Faulkner と南部文学」シンポジウム司会･講師，日本ウィリアム･フォー
クナー協会第 7 回全国大会，2004 年 10 月 15 日，於関西学院大学。
6. 「＜フォークナー＞と南部・女性・作家たち（シンポジウム「William 
Faulkner とアメリカ南部女性作家たち」）」　日本英文学会第 69 回大会，
1997 年 5 月 1 日。
7. 「作り出された名声－フォークナーとアメリカ文学研究を考える」立教
英文学会平成 8 年度大会，1996 年 12 月 1 日。
8. 「“A Rose for Emily”の二枚の活人画－ Faulkner におけるイメージとテ
クスト」日本英文学会第 67 回大会，1995 年 5 月 1 日。
9. 「テクストの発見あるいは探究－The Sound and the Fury における絵と
テクストの関係」日本アメリカ文学会第 32 回全国大会，1994 年 10 月 1 日。
10. 「『日はまた昇る』再考－ Robert Cohn と作者の関係」東北英文学会第 43
回大会，1994 年 10 月 1 日。
11. 「トマス・サペントとジェイ・ギャツビー－夢に憑かれた男達」東北英
文学会第 42 回大会，1987 年 11 月 1 日。
12. 「フォークナーと自然（シンポジウム『アメリカにおける Wilderness の
諸相』）日本アメリカ文学会 第 25 回大会，1986 年 10 月 1 日。
13. 「記憶と幽閉のイメージ－ Joe Christmas の場合」日本英文学会第 56 回
大会，1984 年 5 月 1 日。
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14. 「Go Down, Moses にみる自然と人間の関係（シンポジウム『アメリカ文
学と自然』）」東北英文学会第 35 回大会，1980 年 10 月 1 日。
15. 「Faulkner における Incestuous Love」日本アメリカ文学会東京支部 5 月
例会，1978 年 5 月 1 日。
16. 「詩人としてのフォークナー－初期の詩から小説へのアプローチ」日本
アメリカ文学会 第 15 回全国大会，1976 年 10 月 1 日。
17.  「『響きと怒り』1 章におけるフォークナー文学の原型」日本アメリカ文
学会 第 13 回全国大会，1974 年 10 月 1 日。
IV. 書評その他
1. Charles Reagan Wilson, Flashes of  a Southern Spirit: Meanings of  the 
Spirit in the U.S. South.  U of Georgia P, 2011. 『フォークナー』2012年4月，
第 14 号（松柏社）。
2. Ed. Robert W.Hamblin and Charles A. Peek. A William Faulkner 
Encyclopedia.  West Port. CT:Greenwood P. 1999. 『フォークナー』2001 年
4 月，第 3 号（松柏社）。
3. 田中久男『ウィリアム・フォークナーの世界』 『英文学研究』1998 年 12 月，
第 75 巻第 2 号。
4. 「ウィリアム・フォークナー：現在に通底する過去」『翻訳の世界』1980
年 8 月，8 月号。
5. 「Mississippi Quarterly : Faulkner 特集号，Cleanth Brooks の新著その他」
『ウィリアム・フォークナ ：ー資料・研究・批評』1979 年 6 月，2 巻 1 号（南
雲堂）。
6. 「William Faulkner 研究・批評書誌 1 」『ウィリアム・フォークナ ：ー資料・
研究・批評』1978 年 10 月，1 巻 1 号（南雲堂）。
